




















































































行動 （言語 ・非言語含む） を客観的に記録、分







































































































































































































































































































分散 (variance)、標準偏差 (standarddeviation, 
躙、平均偏差 (meandeviation, Md)、範囲 (range)、
四分位偏差 (quartile deviation,semi-interquartile 
range四分領域 quartile range)、四分位範囲
(interquartile range:IQR)が挙げられる。他にも




































































乗分布、 t分布、 F分布が導き出されている 3
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知）＝ぶ叫喜，：ヽ）・') 正規分布曲線














（片側で34.13%) " C•, 
士2a以下だと9544% 応 ＝― 
（片側で47.72%) E_ I 
士3aだと 99.74% ;. 















































































































































































































ある。有意ではない場合、 n.s.(non significant) 
と表現する。有意確率 (observedsignificance 




第 1種の過誤 (Type I error ; 偽陽性 ：False 



















































































































































られる。また 1916年にフィ ッシャ ーは分散分析
















































(2015) が論文を読み進めなが らRの使用 と合
わせて理解を深められる c 尺度構成では、堀洋・









1976年にグラスが提唱し、 効果量 (effectsize) 
という共通の指標として相関係数などが用いられ
る（山田• 井上， 2012),質的な研究法には様々な
手法が開発されている (Flock.2000 : 岩壁.2010) 0
グラウンデッド ・セオリー (GroundedTheory : 
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と 「不適格な要素」 を載せておく 2 活躍してい
る専門職や箪者の内省からまとめたc
付録 1: 心理専門職に関する適性の基準
1)他者が話すことに、あたかも 自分のことのよ
うに聴くことが出来るc
2)他者の責任と自己の責任を区別することが出
来る c
3) 臨床実践活動を通じて自らの特徴や癖を知
り、それを踏まえた対応を取ることが出来るっ
4) 自己と他者の特徴を受け入れることが出来
るc
5)継続して自己理解に努める中で、精神的な健
康さを維持することが出来る。
6)専門職としての技能向上・維持を継続してい
くことが出来る。
付録2:心理専門職に関する不適格な要素
a) 自己に注目しすぎる。
b) 他者からの自己に関する率而な惑想、意見や
考えを受け入れようとしないc
c) 自己顕示欲が強すぎる。
d)他者との関係の中で、威圧的に接したり、要
求だけを行う 。
e) 他者のあら探しをする。
f) 指導的立場の人や他の対人支援専門職からの
助言をそのまま追従しようとして、忠考停止
状態となる c
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